








由や自分の PR 文章を記入し A４程にまとめました。４月に入ってからは，出発まで何度も忠南大学の学長
秘書のユク・ユンギョンさんとの E メール交換でやりとりをしました。日程や宿，服装，持ち物など細か
いところまで教えていただき，行く前の不安がなくなりました。一緒に留学することとなった３人とも頻繁
に連絡を取り合い情報を交換しました。
３．交通
忠南大学は韓国第五の都市といわれる大田（テジョン）にあります。大都市とは言えませんが，韓国の中
心部に位置し，ソウルやプサンにも２時間以内に行けるとても便利な場所です。電車やタクシーなども乗り
やすく不便なことは何一つなかったです。富山空港から仁川空港までの航空券を取り，仁川空港からリムジ
ンバスにて大田まで行きました。バス停では忠南大学の学生が迎えてくれ，病院の寮まで送ってくれまし
た。
４．生活
滞在中は病院の寮で過ごしました。部屋は女子３人に２部屋準備していただきトイレとシャワー，キッチ
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ン，洗濯機は寮の共用でした。寮の中では wifi が使え，キッチンには冷蔵庫と電子レンジがありました。
入り口は指紋認証なのでセキュリティ面でもとても安心でした。気候的には雨はほとんど降らず，さらりと
してとても過ごしやすかったです。基本的には半袖で，朝晩は冷えるので上着が必要でした。食事は昼と夜
は毎回学校の生徒と一緒に食べました。食に関してはとても印象深かったので次の項目にまとめようと思い
ます。
５．食事
食事は毎日学生と一緒に食べていました。昼食も時間があれば学外へ連れて行ってもらい，ゆっくりとと
ることができました。全体的には香辛料が多く使われ辛いものが多かったです。ほぼすべての食事でキムチ
が出てきます。日本でも有名な料理から全く知らなかった料理まで堪能でき，とても楽しかったです。韓国
人はもてなしの精神が強いということで，滞在中は夜に宴会があることも多かったです。先生方とお酒を飲
む機会もたくさんありました。独特の雰囲気があり，お酒を注ぎあったり韓国ならではの風習もあり，食を
通して文化の違いを感じることもでき，とても興味深かったです。お酒を勧められる場面も多かったですが
飲めない人はサイダーを飲むようで，安心でした。
６．病院実習
外科系で４週間実習をさせていただき，手術室に入ることが多かったのですが，富山大学とは異なり清潔
域やガウンが布で，ディスポーサルではなかったのでかなり雰囲気が違いました。実習では基本的に学生と
ともに行動をしましたが，自分のしたいことを尊重していただけ，好きな手術を見学し無理なく過ごすこと
が出来ました。またときには手洗いや助手をさせていただきました。
他にも縫合の練習や施設の見学，病棟実習などを行い先生方に質問する機会もたくさんありました。韓国
ではすべての医学用語が英語だったので自分も必死になって覚えとても勉強になりました。レクチャーやカ
ンファレンスなどは韓国語だったので理解するのは困難でした。
●形成外科（PS）
教授と呼ばれる先生は３人いらっしゃって主任教授のカン教授はとても私のことを歓迎してくださいま
した。専門は口唇裂だそうで，手術の設計がとても細かく面白かったです。見学する手術の内容としては
その他に顔面骨折や皮膚移植，豊胸などでした。
●一般外科（GS）
教授は全部で１２人ほどでした。それぞれの先生の専門を覚えるのが大変でしたが皆とてもやさしく教え
てくださいました。主任教授はオー先生で，胃切除を特に得意とされていました。質問される機会も多
く，様々な手術を見学，助手させていただきとても勉強になりました。内容は消化管や，甲状腺，乳房，
食道疾患の手術でした。
７．全体を通して
韓国ではスマートフォンがとても広まっていて生徒，先生を含めほぼ全員が使っていました。お互いのコ
ミュニケーションのために便利ですがあまりに頻繁に使用しているので，慣れるまで不思議な感じがしまし
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た。
実習では韓国の医学生のレベルがとても高く皆勉強熱心でしたので，とても良い刺激になりました。英語
に関しても医学に関しても勉強不足でしたので，これを励みに頑張りたいという気持ちがとても強くなりま
した。一ヶ月間というと，とても長く感じましたが行ってみるとあっという間で，本当に充実した時間を過
ごすことが出来ました。勉学の面だけでなく現地の友達や先生ともとても良い関係を築くことが出来たの
で，生涯大切にしていきたいと思います。
学生研修レポート 65
